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近來 韓國 日本語學習者 增加 大學 同樣 主 初級における の は においても であり に レベルでの、 、

需要 一番目立 日本語敎育 樣 言語學 敎育學が っているといえよう そしてこの においては 々な や。

關連 理論 言語習得 關連 理論 多 含 韓國 各大學の と に する が く まれている そのなかで の での、 。 、

大學 敎授方法 學習目標 違 認 共通 當面課題 敎授目標 言ごとの や の いは めるものの の であり と、

短 期間 効率的 言語習得えるのは い により にできる であろう、 。

本硏究 韓國 大學生 日本語學習者 初級授業 効率的そこで は の である の において より な、 、 、

言語習得 日本語敎授學習 目標 方法 戰略をさせるためには どのような の と や をもとめていて、 、

具体的 授業 敎授 學習方法 戰略 望 考究にどのような や あるいは などが ましいのかを する、 。

今日 樣 言語學 敎育理論 基 敎育學 立場そして にいたる 々な や に づいた としての というよ、

實際 敎育現場 授業 實踐 具体りは の において どのように されているのか またどのように、 、 、

化 實際化 考究されるべきかを する。
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敎育現象 實際 授業 文字化 複雜 承ところで や の というのを するというのはかなり であることは

知 本稿 主 實際敎育現場 複合的 總合的 敎育 授しているものの は に において もっとも な、 、 、 、

業 會話授業 考察 今後 韓國 實際的日本語授業 在 方 問題 課題である の をし の の の り や な、 、

具体的 考察どを より に することをめざす、 。

日本語 會話授業 敎授學習法の とその。

本章 韓國人日本語學習者 日本語習得 効果的 初級授業 有では の をより にできる における、 、

効 敎授學習法 何 考察 日本語授業 一番先 問な とは かを する そしてまず において に われるべき。 、

課題 敎授者 敎授學習觀 考察 二 目 初級 授業として の について する つ は の においてもっとも、 。 、

効率的敎授學習法 求 會話授業 在 方 根據 考察 三として められる の り やその について する、 。

目 實際日本語授業 取 扱 學習方法 敎授法 考察つ は において り うべき やその について する。

敎授者 敎授學習觀の。

日本語敎育 日本語授業 敎授學習法 考察 第一 敎授者 敎授としての における の は まず に の、 、

學習觀 問 思について うべきであると われる。

日本語敎育 担當 敎授者 授業 實際 最初 以下そして ある を する は の において にまず のことを、 、

考 思えるべきであると われる。

學習者 想定のレベルの

該當學習集団 相応 敎材 選擇に しい の

實際授業 敎 方における え

敎授者 優先順番 段階 異 三点これらは によっては や は なることもできよう また この は、 。 、 、

一 授業 不可欠 要素 考 日本語敎育 從事つの の な として えられているといえよう しかし に する。 、

敎授者 最優先的 問 課題 日本語 何 敎において に われるべき というのは の を どのように える、

何 敎 姿勢 卽 敎授學習觀かよりも を どうして えようとしているのか という ちひとつの で、 、 、

あるといえよう。 敎授者 一定 期間中行 日本語授業全体なぜなら このことは の の われる の、 、

性格 決 全体 授業目標 實踐 關連 授業方式 學習方を めるからである ひいて の の とも するし や。 、

法 學習者 日本語習得 獲得 大 關与 將來 一人 日本語驅使者 話すなわち の や に きく し の の し、 、 、

方 表現力 大 影響 及に きく を ぼすことになるからである。

敎授者 現實的授業 行 前 上記 敎材 選擇 學習者 把握また は を う にまず の の や のレベルの、
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一般的學習目標 主 日本語驅使能力 育成 敎をしつつ というのは に の におきがちであろう が、 。 、

授者 實際 授業上 一番愼重 考 点 實際授業上 敎 方 思にとって の に えるべき は の え であると、 、

日本語敎授 目標 方向 持 授業 行われる つまりどのような の や を って を うかということである。 。

從來 日本語敎育現場 授業 優先 敎しかし の である においては なぜ より なにを が され、 、 、

授學習法 表 深刻 問 思はそれほど に に われなかったように われる。

上記 項目 意味 敎授者特性また の はある での 授業 性格 要素として ひとつの の をきめる とも、

特 本稿 日本語 外國語 會話授業 學習者 學習 言なろう に のような においてはもっとも の および。

語表現力 育成 深 影響 及 考の に く を ぼすことになると えられるのである。

會話授業 位置の づけ。

敎授者 授業目標 多 當然 學習者 日本語意思伝達能力 言語疎通の の くは ながら の あるいは、 、

能力 伸長 基本的日本語 授業目標 否定の である ということは の であることは できないのであ、 、

實際 授業 敎授學習法 多 敎材中心 行ろう しかし の における の くは に なわれている あるい。 、 、

依存 場合 多 否定 敎授者 選擇は している が くみられるのも できないのであろう それは の として。

尊重 學習者 總合的 話 聞 書 讀 言語能力 育成されるべきことではあるが の す く く む の と、

學習目標 會話能力 伸張 初級 實際的授業 學習 授業 目いう のためにも また の のためにも の の、 、

標 會話授業 中心 立 思は を に てるべきであると われる。

會話 式 授業 確 敎材中心 日本語敎育 會話授業とは かに ではない そして におけるこの という。

多 言語敎育學 理論 隨分前 取 上 强調 話のは くの の において から り げられ また されている す、 、

聞 能力 育成 目標 一脈相通 但 言及く の という と している しここでひとつ しておきたいのは。 、

敎材中心 授業 日本語能力 養 本稿 會話授の はかならずしも を えないということではない また の。

業 敎材不要論 會話能力 育成 授業中 會話 學習 實行 達において でないが の とは の の なしには、 、

成 强調 從來 授業 會話授業できないということを したいのである ところで の においてこの の。 、

實踐狀況 會話授業 授業計畵 學習目標 位置のなかでは という や としての づけはあるものの そ、 、

具体的授業實踐 報告 敎授學習方法 硏究及 提示 多 思の の や の びその は くなかったように われ

本硏究 會話 式 授業 敎授學習法 望 卽る そこで はこの において どのような が ましいのか ち。 、 、

會話授業 日本語 會話能力及 總合的言語能力 育成 効いかなる によって の びその の ができ より、

果的 日本語 言語習得 獲得 考究に の のもできるのかを する。
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會話授業 敎授學習法における。

韓國人大學生 日本語學習 行 初級 日本語授業 第一 授業及 學習の のために っている の での の び

目標 日本語 驅使能力 作文力 讀解力 場合 多というのは の であり あと や となっている が い ま、 、 。

初級段階 日本語能力 會話能力 比重 大た での としては の は きいし、 會話授業ひいてこの によ、

音聲言語習得 初級日本語學習者 場合 意義 會話授る は の もっとその があるといえよう そして、 。

業 作文力 會話能力 伸長 育成 延長線上 平行線における というのは の の にある あるいは とし、 、

考 思 一 讀解力 場合 初級段階 習得て えるべきであると われる もう つの の も では ひらがなの を。 、

第一 文章 讀 程度 學習目標 望 思とし ひらがなでできた の みができる の が ましいと われる、 。

日本語習得學習 授業 言語習得 効果的 會話授業そして のための のなかで をより にできる に、

敎授學習法 考察 以下 項目 擧おける を すると のような を げることができる。

母語 習得 認知過程 踏 系統的認知學習の における を ませる、

人間 母語習得 一連 過程の における の 本稿 日本語 會話授業 根據 第一は の の の であり の、 、

敎授學習法 擧 日本語習得 役立 母語習得 過程 文字學習として げられる そして に つ の はまず や。

國家 國語敎育 始 以前 限定 年 間 使 言葉 日本語レベルの が まる と して の よく われている を、 、

初級 授業 応用 根據 外國語 習得 母語 習得 異の の において するのである その は の と の とは なる。 、

点 共通 点 少もあるが の も なくないからである。 日本語學習 応用 共通点ここで に できるその を

單文中心 言葉使 分化 言葉使 二 初級 日本語學習者みると の いと されてない いがある この つは の。

必要 事項 認知學習 思 共通点にもっとも な であり ぜひ させるべきであると われる である また、 。

母語 習得 外國語 習得 外國語 習得 場合 大槪人間 言語認知 後 行の も の というのも の の は の の に わ

場合 多 簡單 言葉使 分化 系統的 延れる が いものの な いから して に びていくからである。

先 音聲 覺 文字習得以前 會話授業 経驗學習に で える の による、

現在韓國 日本語敎材 目次 始 文字言語 習得 平仮名關連 多の における の めは の のための が、

目次 授業 必 一致 行 言い この にしたがってその も ずしも して われているとは えないものの やは。 、

實際授業 多 順序 敎材 目次 依存 行 否定り の くの は の に して われているのも できないのであろう。

本稿 會話授業 從來 日本語敎材 使 實際 授業 始しかし の においては の はそのまま うとしても の の、

何時間 必 音聲言語 日本語會話授業 進 時間 目安 最終的 各授めの は ず による を める の は には、 。

業 總授業時數 學習者集団 考慮 敎授者 綜合的判斷 大抵 週目前の と のことを した の によろうが、
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後 授業 時 文字 平仮名 言語 學習 進 二週間程度 日本語の の から の を めるようにする それは の の。

音聲言語 経驗のみの のためである。

音聲 始 音聲 覺 敎授學習法 文字言語以前 音聲言またこれは で めて で えていくという であり の、

語 學習の 各授業 續 行 敎授法 會話授業だけではなく において けて う として のなかでもっと、 、

大事 項目 他 外國語 敎授學習法 同 音聲言語 体も な である またこれは の の においても じく との。 、

驗 前 文字言語 漏出 長期的該當言語 習得 阻害 少の に に されるのは あえて の の になることも なく、

但 會話中心 授業 言葉使 說明 意味 母語 韓國語 行ないからである し の であっても いの や は で い。 、

音聲言語 學習量 多 敎授學習方法 大事 多のみの は くないようにする それは として なのは くの。 、

言葉伝達 知識 最小限 言葉 意志伝達能力 育成の よりは の による の であるからである。

普通体 言葉 積極的 取 入 會話授業の を に り れた、

日本語習得 韓國人學習者 學習目標 當然 日本人 會話をめざす の は ながらは との ができること

日本人 言語生活 多 使 普通体 言葉 從であろう そして の のなかで く われているのは の であるが。 、

來 韓國 日本語 學習敎材 多 日本人 言語生活 比重の の の においては くみられないし の における ほ、

學習 言 最近 日本語 普通体 言葉 多 取 入 日本語 學習敎ど されてないと えよう は の の を く り れた の。

材 考察 中級以上 敎材用 多 本稿 普通体 言葉もいくつかは されるが の のほうが い しかし では の、 。

初級 段階 積極的 學習 思 會話授業 授業は の でより に させるべきであると われる この として の。 、

初期 學習 普通体 言葉 日本人 幼兒 母語習得段階 使に させる の とは の の においてよく われている、

言葉 意味を する。

韓國 初級 日本語授業 初 行 學習內容 多 文字習得 敎の の の めに われている の くは であり その、

材 多 語彙 名詞類 形容詞 動詞 基本形 文字習得時 語彙の くの は であるが や の のほうも の のなか、

取 入 思 初級 日本語授業 普通体 言葉使に り れるべきであると われる しかし の においては の いや。

學習 多 只 文字習得 行 名詞文 形容詞文 動詞文その は くみられないし のあとに われている や、 、 、

等 學習 際 單語 基本形 提示 普通体 言葉 學の の に の として されるのである そしてこの の を ぶと、 。

敎授學習 從來 授業 敎材 何 抵抗 理由 一 會いう は の や においてまだ らかの がある その の つは、 。 、

話言葉 最初 丁寧語 學 認 最近 現代日本として に を ばせるためであるということは めるものの の、

語 変化 學習者 大學生 言語生活 連係 現代日本人 日常的言の や である の との のためにも また の、

語社會 理解 道具 日本語學習目標 必要性 迫を できる としての のためにも その は っているといえ、

普通体 會話授業 敎授者 學習者 親密感 言る なによりこの による というのは と との をもたらす。 、

語機能 韓國人 日本語學習 効果もあるし の の をあげられるはずであるからである、 。
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文法 先 直接 話 日本語文章 會話授業より に に せる による、

本稿 會話中心 授業 日本語學習方法 每回 授業 最初 文法 敎授 學の の による とは の の は の や、 、

習 必 會話文章 体驗 音聲 覺 理解のまえに ず を させることである つまり まず で えて し そのあ。 、 、

文章 關連 文法 說明 可能 本稿 初級日本語と その と する を するのである これが なのは のような、 。

學習 場合 單文中心 會話文章 限定 行 具体的 授の は の を か までと して うからである にみると。

業 初期 覺 學習 內容 日本人 幼兒期 日常生活中 使 言葉の に えたり する は の や によく われている、

使 中心 建築 反复授業 行いを に ピラミッド のような を うからである、 。

日本 言語文化 社會性 含 認知學習 促 會話表現活動の と を む によって す、

一 言語 社會 文化 歷史 含 特 本稿 會話授業 文化つの はその の と をも んでいる に のような では や。

社會性 意味 會話文章 選定 兩國共通 言語表現 注の のある を するようにしている ここでは の にも。

意 言葉使 誤解 招 文章表現 着目 學習をはらいつつ いのなかで を きやすい にも して させるのであ、

例 韓國人 日本人 願 失礼 言葉 反る えば は ほど お いします や すみません と します という を。

复的 使 表現 違 直接的指示內容 言葉 使 形容詞 場に わないし も って の をよく うのである また の、 。

合日本語 恥 色表現 赤 韓國語 意味表現 五倍以上の ずかしい や い は においてはその が もある。

兩國 單語 意味違 使 方 表現 違 正確 認知 學習 方法このような の の いや い と の いを に させて させる で

韓國人學習者 日本語 對 理解 關心 好奇心等 刺激 學習 促ある それは に に する や と の になって を。

すということである。

旣成知識 親身 言葉 活用 會話授業や な の による、

韓國語 日本語 比較 場合 漢語 和語 固有語 共通單語 類似單語と を した のみではなく での や、

多 馬鹿 言葉 歷史的 影響 兩國 固有語が くある いっぱい とか のような は な であるが の のな。 、 、 、

群 町 兩國 單語 比較 單かでは れや とか のぽのぽやぷりぷりなどがある このような の を しながら、 。

語認知學習 行 本稿 會話中心 授業 文章作 時 効果的を うのは のような の においては りの に である、

學習者 日本語會話 繫し すぐ の にも がり、 長期的記憶 學習 繫 初級日本の にも がる それは、 。

語學習者 授業後期 增 學習量 負担 輕 効果 期待が につれて えていく の を くする も できるのである。

兩國 類似語 韓國人學習者 正式 學習 知このような の は には な によるものではないが よく って、 、

日本語 意味 知 言葉 間違 意味 單語いる はいくつかあろう そのなかには の らない や った の もあろ。

學習 關心 持 樂 話題 意味單語 文う しかし に を たせたり しくできる として またはそれぞれの や。 、

章作 會話學習 大 活用 思 意味 兩りとして のときに いに すべきであると われる これらはある では。

國 言葉 性質 勉强 言語 普遍的性質 學 韓國人大學それぞれの の の となり また の を ぶことであり、 、

生 外國語敎育 一 意義の の つの になろう。

硏究會 硏究 外國語敎育 出版と リーベル



敎授者 學習者 直接的 學習と との コミュニケーション

本稿 會話授業 大事 敎授學習法 一 敎授者 學習者 關係のような における な の つは と との を、 、

敎 側 學 側 互 實際的會話 授業作 言える と ぶ とする のではなく いに をするような りにあると え、 、

會話文章 中身 學習者自 自分自身 話 發話よう そのためには の は らの の しとして させることで。 、

學習者 發言 會話 引 出 敎授者 敎材 賴 發問ある またこのような の を き すためには は に る ではな。

學習者 情報 取 入 必要く の をも り れる があろう、 。

敎授者 経驗的會話表現 學習者 韓國的文化受容 表現力育成の と の の、

本稿 會話式授業 敎材 要 會話授業 參考 基本 敎授のような においても は るが の あるいは とし、 、

者 敎材 內容 止 授業担當時期 學習者集団 生活言語 視野 入は の のみに まらないで の の をも に れ、

韓國的言語表現 生 初級日本語文章 會話授業 取 入 可能を かした を に り れることも である その。

學習者 敎授者 日本語學習時 實質的経驗的言語表現文章 提示 表現ためには に の の を したり し、

會話授業 作 學習者 日本語 學 日本語たりする を らなければならない そうすると は を ぶよりは で。

話 授業 認知的日本語學習す となり より ができるのである、 。

以上 今日 至 樣 日本語敎育 實踐 授業 從來 會話授業は に る 々な の である において この の、 、 、

重要性 認知 實際的敎育 授業 現場 具体的實踐的方法は されてはいるものの より におけるより、

論 考察 次 學習者特性 學習者集団 敎材 硏究について したものである は のような や の について。 、

特 敎授 側 學習 影響 考察 次 會話授業 敎授學習 具体に する による への をも する その に における の。

的實踐方法 考察について する。

初級會話授業 授業計畵 學習者特性における と。

初級會話授業 學習目標 授業計畵における と。

日本語 初級會話授業 學習目標 以下 定まず の における は のように めることができる。

主 學習目標 初級 場合 日本 日常生活 程度 會話力 言語能力な は の なので での ができる の と、

養を う ということとする、 。

一 目標 日本人 言語生活 文化 社會 關心 理解 深もう つの は の や などへの と を める という、 、 、

こととする。

日本 日本人 日常生活 言語 語彙ここで でのまたは との での とはなにか どれだけの で ど、 、 、

文章 敎授 學習 課題 出 各 學習集団んな を といった と の が る また クラス にきめられている、 。 、

朴庚洙 外國語敎育論 螢雪出版社



時間 差 本稿 韓國 大學 大學生 對象 授業計畵の もあろう しかし は の での を としているので とし。 、

最低 一學期 週 每週 時間 時間 想定 最低 時間 時間て の にかけて か を する そして から、 。

以內 授業計畵 敎 何 敎でできる のうえで なにをどう えるか がどのように えられるのか などに、 、 、

考究 具体的敎授 學習 內容 實際授業 硏究 段階ついて する これらの の については の の にお。 、

提示 考察いて し する、 。

學習者特性。

授業 少 敎授者 學習者 學習內容 敎材 含 成立というのは なくとも と と を むによって する、 、 。

敎授者 授業目標 戰略 第二章 敎授者特性 學習內容 大事そのため の や と での や なども である、 、

授業 受 學習 行 學習者 特性 一 授業成立 成功 鍵が を けるというよりは を う の こそ つの の の、 、

特 本稿 日本語會話授業 必要 事項 位置になるといえる に のような においてはもっとも な として。

實際的日本語授業 最初 作業 敎授づけたい そのためにも における の となる ひいて これは。 。 、 、

者 意味 授業成立 要件 終了 必須 會話授業にとっては ある での の であり その までにも である、 、 。

最後 調律の まで していくべきであろう。

敎授者 授業目標 戰略 選擇 若干 違 學習者ここで によって や の としては の いはあるものの、 、

特性 基本項目 以下 擧 單 學習者 特性としての は のように げることができる これらは なる の とし。

情報 日本語學習內容 項目 簡單 付 加 以下ての でなく のひとつになるのでその を に け えておくと、

通の りである。 詳 多樣 會話文章 實際授業 使 方 第 章 考察より しくて な としての での い は の、

時の にする。

名前 專攻 仕事 何ですか、 、 。

故鄕 家 大學 有名どこですか なにが ですか、 。

趣味 特技 何 好 上手ですか きですか ですか、 。 。 。

知 日本語 複數 副詞 知っている っていますか。

初級 語彙 相応 選 使 認知學習 一 第二章の として しいものを んで う の つ、

日本語 経歷の

主知 學習內容 想起 再認識 修正の としての や と のためである。

日本 關心 分野について のある

何 關心 好に がありますか きですか ありますか どうですか。 。 。 。

好 上手 諺 學習 激勵 使きこそ なれ も の として う。

日本語 習 動機 目的 聞なぜ を うのか という や を く、

認知學習法 活用及 關連性 認知學習やスキマの び による のためである。

日本語敎育學會 編 日本語敎育法 凡人社タスク ー



授業 望この について むこと

學習者 敎授者 距離 親近感 自然 會話雰囲氣作と との をなくし のある な りとなる、 。

日本人 聞 敎材 學習內容 連係に きたいことなど の と すること

以上 最初 授業 把握 書 授業中 實際的日は の において アンケートで かせることしておき の、 、

本語會話 際 實感 使 會話 材料 話題 一の に をもって っていくもの の である の つとしてである。

初級日本語會話授業 敎授學習法 一實例における の。

實際會話式日本語授業 行 考察ここでは とはどのように なわれているものかを する。

音聲言語 學で ぶ

會話式授業 一番基本的敎授學習方法 最初 音聲 日本語 聞において とは やはり から を い、

日本語 話 眞似 少 週間目 週間て で す する ということである そのために なくとも と まで。

鉛筆 使 多 日本語 會話文章 覺 方法は を わず メモなどもしないようにし くない の を えさせる で、 、

ある。

一回 會話文章 約 文章程度 授業方式 學習者 始の は ー とする このような は たちにとっては。

経驗 學習方法 學習者 自 一週間 記憶力 試 促めての であろうが たちが ら の を すように す また。

時間 學習 量的問題 一週間 週間 間隔これは までの の ではなく か の をおくというこ、 、 、 、 、

大事 文字 學習 週間目 理想的 思とが である できれば ひらがなの は のほうが であると われる。 。

學習者集団 焦 場合 最低一週間 週間以上 時間距離によっては る もあろうが しかし か の をおく、

會話式授業 入門 最初 關門 音聲 覺 記憶 訓練 一のは に する の である また で え ていく の つである。

人間 言葉 習得 最初音聲言語 同 認知活動 用 敎授學習法し の の が である のと じ を いる である、 、 。

文字認知 視覺 先 日本語 音 感覺 言語認知 身 方法つまり より に の の による を につけさせる で、

ある。

日本語會話 促 發問を す

會話式 最初 授業 場合 敎授者自信 簡單 紹介 學習者 日本 日本語 興味の の の の な と から や に、 、

話 會話式 授業 告知 後 實をもてるようなことなどの をする それから の であることの をした は。 、

際 會話式 授業 行 說明 實際授業事例 一 提示 以にどのような の を うのかを する その の つを すると。

下 通の りである。

敎授者 學習者 數多 日本語 中 一 重要 文章 考はまず に くの の で つだけ な とはなにか を え、 、 、

言語表現 狀況 明日急 日本 行 言葉させいわせる その の とは に に くので とか をひとつ。 、 、

覺 能力 人 話 付 加 何 答しか えない の だからとしたら とか という しも け える そして かの えを、 。



眞劍 考 敎授者 何人 學習者 答 實際 一 一 丁寧 聞に えさせるようにする は かの の えを に つ つ に い。

答 多 答 挨拶 挨拶て であっているかどうかを える くの えは のことばとなろう しかし とい。 。

非言語 辭儀 笑顔顔 十分 答うのは であるお や などのジェスチャで だから えではない ということ、

說明 聲 表現 大事 文章 何 考を する それよりはもっと で する なことば とは かを えさせる。 。

以上 學習者一人 自 授業 參加 自 學 學習者自分自身のことは ひとりが ら に し ら ぶ あるいは、 、

表現 言語 言語力 身 認識 持 日本語 話 表の で を につけていくという を たせるためである で す。

現 受動的 學 行 日本語表現 先 自分するというのは に んで くのではなく その まえに まず に、 、

母語 言 表現 考 自 何 話で でなにを いたいのか したいのかを えるようにし また ら を しているのか、 、

十分 認識 學習 認知學習を に しながら するという のためである。

多樣 場面 使 言語使用能力 育成な で える の

上記 答 願 學 實際 言語 先の えは お いします である これはこれから ぶ の というのは、 。 、

發話者 話 表現 聞 受信者 間 存在 理解に の とそれを く の に するものである ことを させることで、

發話者 受信者 何 要求 意思 同樣 外國語 習ある つまり は に かの や をいう これと に を うとき。 、 。 、

學習者 相手 受信者 何 意思伝達 當 重要 最初の はまず に かの をすべきであり それに たる な のこ、

學習者 十分認知とばとは おねがいします ということを に させる、 。

會話式 授業 大事 具体的 多 事例 用例 提示それから の においてもっとも なのは かつより くの の

上記 願 言葉 使 實例 擧 最初 挨拶である の お いします という の われる をいくつか げると の。 、

時 電話 時佐藤 食堂の これからよろしくおねがいします の さんおねがいします でう、 、

映畵館 二枚 勘定 時どんおねがいします でとなりのトトロ おねがいします の カード、 、 、

驛 敎授者 意味でおねがいします タクシー までおねがいします などがある は ある で。 、

言葉 日常生活 殆 場所 使 言 學この とは の んどの で われているとも えるほどである ということを、

習者 說明 場面 使 十分認知 表現に し どのような で えるかを させ させる、 。

認知的會話表現力 育成の

以上 敎授學習法 從來 最初 授業 際 行 多 單語 主 名詞 習の は の の の に なわれている くの に の、 、

得 文字書 練習 日本人 生活言語 會話 學や きの より より の を ぶことができるのである つまり、 。

各學習者 時間 経 言語知識 蓄積 言語力 多 記憶力 向上は かなりの が つにつれる の による や くの の、

一 會話言葉 多樣 場面 最初 日 日本語 母語ではなく つの をもちいて な において の からすぐ で、 、

話 多樣 具体的 實際的 話 経驗 言語認知學のように せる かつ に かつ に かつ に す という や、 、 、 、

習 初級 後半 表現文ができるのである またこの おねがいします ということばは レベルの の。

型學習 形 下 關連のひとつである て のなかの ーて さい と つけることもできる また ーて、 。

表現 言語 韓國的直接的表現 韓國人 日常生活ください という は のひとつであり の のなかで、

表現 日本 使 眞面 日本は おねがいします という は ほど われていない ということもあるが な、 、



語 習 違 認知 必要 學習者 意識的 覺を うためにも その いをちゃんと させる もあり はより に える、 、

必要 敎授學習 日本語 韓國語 正確 比較 實際的發ようにする がある このような は と との な による。

話 認知學習ができる となる。

多樣 表現力 育成な の

次 上記 單文 願 言語表現 會話 韓國的は の である お いします という につけて もっとも、 、

言語文化 表 韓國語 入 日本語の わしともいえる はやく とか のなかに っている のひとつであ、

入 表現 日本語學習 言語認知 有効 言る いっぱい などを れた なども の として であると えよう、 。

最初 授業 時間 學習者 人數 時間 限 上記 授業の の は の や における りはあるものの のような と、 、

學習目標 達成 一回 授業內容 戰略 敎授者 十分 文字 會話式 授の を の や とすると は に なしの の、 、

業ができるはずであろう。

重要 會話文章 授業狀況 各 每週 授業また このようにひとつの な によっては から のを、 、

時 學習者 音聲言語 言語 會話 力 認知學習 抵のメインにしておくと たちはそれほど のみの の への

抗はなくなるのであろう。

初級日本語會話授業 實際 戰略の と。

初級 日本語學習 行 會話授業 効果的敎授學習法 實際 戰略の のために う において より の と と、

探 以下 考察はなにかを ると のようなことが できる。

單語水準 學習 會話文章 習得 表現力 育成の より の とその の

日本語敎育 基本語彙 數 具体的單語 示における については その と が されている いくつかの、 、

仮說 大學 一學期中 行 日本語授業 場合 同樣 會話式授業がある の に われる の も であろうが に。 、

單語 學習 必要 會話文おいては どのぐらいのどの の が であるのか というよりは どのような、 、

章 敎 問 思 大學 日本語敎育をどのぐらい えられるか が われるべきであると われる ここで の で、 。

基本語彙 單語 各大學 敎材 學習集団 選擇の や というのは の や による となろう。

社會 基本語彙 單語 示 約 單語 言またある の というのは で すと ぐらいの がよく われている、

反面 文章 場合 前後 言 日本語敎育 大學 基本文の は とも われている そこで における での を、 。

選 基準 最初 授業目標 沿 日常生活 多 使ぶ とは の に って のなかでもっとも く われているものとい、

頻度 擧 大學 初級 最低 基本文章 數 約 程度う によるのを げることができよう の での の の は ー。

適切 實 人間 生活 使 言葉 考究ものが であり は の のなかでもっともよく われている を した、 。

朴庚洙 外國語敎授論 螢雪出版社



文章 言語認知 大學水準 沿 認知學習 目指また その の においては に った を すべきであろうが、 、

認知學習 一 學習者 言語 母語 生活 使 認知その の つは の においてどのように われているのかを、

方法 長 英語敎育 獲得 頻繁 英語會話文章 關連 理解する や い において した な と づけて させたり、 、 、

事例 說明 方法をもって したりする があろう。

日本語學習 重要 會話文章 中心 會話授業戰略においてもっとも な を とした

初級 日本語學習 最低 會話文章 單文中心 會話文章 疑問の における の については まず の と、 、

詞 入 疑問文 活用文章 二 分 考察の った の の つに けて することができる、 。

第一 初級 日本語學習 基本 單文會話文章 以下まず に の においてもっとも となる をしめすと の、

とおりである。

一は 願お いします。 第 章 具体例 持 說明がある これは においていくつかの を って してい。

少 實際的文章使 授業時 使 方 例 最初 學習者同士るものの もう しその いと の い の をみると の、 、 、

先生 挨拶 一人 學習者 言 學習者あるいは との のときに ひとりの みんなに わせる そうすると たち。

何回 反复 聞 自然 覺 願 言葉 一は も して いているうちに に えられる またこのお いしますという と。

緖 使 目的語 茶 連絡 電話 準備 掃除に える としては お コーヒー プリント コピー、

等 副詞 等 後 言葉 十分認があり は はやく いっぱい これから いまから がある にこの が、 、 。

知 次 一緖 使されると の あります や できます と に うこともできる。

二は ありますか 聲 話 前 相手 許がある これはだれかに をかけるときや の に に しをえるとい。

言葉使 實用會話文章 時間う いができるし としては いま ありますか ドライブライセンス、 、

日本語 自信 樣 人氣 日本 溫泉がありますか に があります よん は があります は がいっぱいあ

車 韓國 酒 約束 熱 等 擧ります がありますか の はなにがありますか が があります を げるこ、

とができる。

三は ほしいです 子供 時 親 人達 間 使 言葉 實用がある これは の や しい の に いやすい であり。 、

文章 時間 一番 車 友をみると いまなにがほしいですか が ほしいです が だちがパソコンが、

等ドライブライセンが ほしいです がある。

四は すきです 人間 言葉 一番有効がある これは のコミュニケーションの のなかで なもので。

何 要求 關心 示 使 實際會話文章 例 擧 料あり かの や を すときにも うことができる の を げると、 。 、

理 數字 花 酒 好 歌手 好 仕事 好はスポーツは は は はなにが きですかと はだれが きですか は き

等 疑問詞 場合 除 使 思ですか であり の は いて ってもいいと われる、 。

五は 大丈夫ですか 韓國 英語 一番 使 言葉 一がある これは や においても よく われている の つ。

今 時間 調子 試驗 準備 大丈夫であり あしたは いまのコンディション は は は ですかなどの、

使 方い がる。

六は どうですか 二 會話機能 一 形容詞 答 會話がある これは つの がある つは で えるような。 。

文章 使 方 一 勸誘 意味 含 文章 前者 氣持 日本語 日の い ともう つは の を む である はいまの ちは は。



本語 先生 韓國 味 後者の は のレストランはキムチの はどうですか があり は ドライブ ご、 、 、 、

飯 茶 映畵 明日 約束 等 五 大丈夫 二お の はどうですか がある またこれは の ですか や の、 、 、 。

あ 四 付 加 會話練習 確實 認知學習りますか と の すきですか を け えて をすると より な がで、

きよう。

七は できますか 四 好 一緖 學習者 能力 個人趣向がある これは の きです と に の のような や。

情報交換 會話文章 意義 日本語 英語 料理 酒 運轉 治療の としての があり お ドライブ ピア、

水泳 朝 飯 約束 何時 明日 準備 文章 學ノ ご に まで ができますか という として ぶことができ、

る。

八は 要 要りません りますか 拒絶がある たとえば なにもいりませんのような のときに。 、

有効 表現 後 印鑑 等な であり はなにかいりますか がいります がある、 、 。

九は 知っていますか 知識 情報 交換 伝達 有効 會話文章がある これは の や に な であり。 、

日本語 日本語 先生 知 使 但 文型たとえば の タイトルを っていますか として える し として、 。

少 單純 學習 多少覺は 々 でないので としては えにくい。

十は だめです 八 要 否定 禁止 表現 親がある これは の りません とともに や の であり しい。 、

仲間同士 使 後 公的丁寧 表現 連携でよく われる そのため にはもっと な である いけません と し。

學習 實例 擧 遲刻 詐欺 賄賂 飮て させるようにする を げると それは は は はすりは みすぎは。 、

だめです である、 。

以上 上記 文章 簡單 一 文章 實際 樣 言語狀況 場面 多の は な つの であるが の 々な や において、 、

樣 使 初級 學習者 授業 初 日本語 會話表現に えるので の にとっては の めからすぐ の ができる、 、 、

有効 効率的 學習方法で な であるといえるのである。

二番目 日本人 日常言語生活 頻繁 使 欠 言葉使 一に の において に われているし かせない いの、 、

疑問詞 入 疑問文 上記 單文會話文章 連携 學習 有効つは の った であり の と して させると より な、 、

會話文章 學習 基本的疑問詞の となろう さきに をみると。 、何時 誰 何どこ どう なぜ、 、 、 、 、 、

いくつ いくら、 がある ここで。 いくつ 會話文章 色はとしをきくときの としてと 々のものの、

數 方 數字 覺 終 授業 時 使 望 思え として の えが わったあとの の に うのが ましいと われる、 。 いくら

買 物 時 相手 値段 知 副詞 使 方 關は い の と のものの が りたいときや としての い があるので それに、

連 授業時 使する に うようにする。 何なぜ は どうして や で 言葉 敎授者という があるので、

正確 意味 使 方 違 學習者 十分認知 必要 日常會話はこれらの な や い の いを に させる があるし でよ、

使 三 疑問く われているのは なぜ よりは どうして と なんで である そのために この つの、 。 、

詞 關 說明 實際 授業時 一 選 統に する はするものの の は どうして か なんで のなかで つに んで、

一 使 効率的學習 會話授業 話 合 互 話して うのがより となろう またこれは の し いのなかで いの。 、

交 聞 合 時 有効 反復 學習 疑問詞を わしたり き う に であるのでもっとも して できる である。 どう

疑問詞 日常 言葉使 上記 單文文章 意味 大 先 覺は ではあるが の いのなかで の としての が きくて に、

省略 上記 單文學習 並行 學習 疑問えさせたので ここでは する そして の と して できるし、 。 、



詞 入 會話文章 早期 實際 授業時 有効 學習 疑問文 以下 四の った として の の に に できる は の つで、

ある。

一は どこですか 応用會話文章 例 宅 大學 仕事である の をあげると いえ おうち お や と。 、

場 療 硏究室 部屋 敎室等 一番最初 互 情報交換 使があり にお いの のひとつとして えると、 、 、 、

有効 會話文章な である。

二は 何ですか 趣味 仕事 專攻 特技 名前等 主語 使 話 最初であり ご お の を って すと、 、

授業時 情報 話 合 有効 單文文章 上記 單文會話文章 十 一の の を し うときに な である の のなかで。

五 間 授業時 一緖 使 日本語授業 多樣 言語認知學習 活動から の の に に うと の な の になろう あ、 。

要点 意味 価値觀 何 疑問文 一番使 方 多 文章とは は は は ですかのように のなかでは い が い で、 、

ある。

三は 何時ですか 授業中 敎授者 時 本當 時間 今何であり は 々 の をきくようなかたちで、 、 、

時 他科目 試驗 學習 効果的 實用とか テストはいつですか として させると であろう また、 。

會話 例文 約束 等の はコンサートは はいつですか がある、 。

四は だれですか 最初 日本語 科目 先生であり は の ある の は ボスはだれですかという、

文章 學習 後半 授業 好 音樂 好 歌手 文章で し の になると きな は きな はだれですか という とし、 、

敎て えることができる。

單語 習得 核心文章 獲得 品詞別重要單語 會話文章 選別の や の のための による の

前述 基本會話文章 言語認知 形容動詞 形容詞 動詞 基本語彙 習まず の の とともに や の の、 、

得 週間目 文字學習 時 取 入 母語 習得時は からの の に り れるようにする そのときはやはり の、 。

同樣 普通体 會話 認知 一 方法 授業 半 頃 台頭と に の をしながら させる もう つの は の ば から する、 。

各品詞 學習單元 學習 實際言語生活 有効 頻度 高の になったとき たちとともに で であり の くな、 、

單語 中心 意味的 価値 言葉 選 學習者 納得 理解 前提 學る を に また にも のある を んで の と を に、 、

方法 考 敎授者 學習者 關連性 基 認知學習んでいく が えられる ここで は のスキマや に づく として。

導 單語選別 場合 客觀的情報 單語 主觀的言語くようにする またこの の としての からはじめ。 、 、

情意的特性 單語 隱喩 含 多樣 言語認知 單語 文章 選別 大事や のある と を んだ な による や の が と、

なろう。

授業 流 中 中間 時 上記 基本 核心單語 文章 沿 書の れの で テストの は の と に ってできるだけ、

取 方法 望 考き りの が ましいと えられる。

文字言語 學習の

文字 習得時 先 學 漢字 程度 定着後の は にひらがなを ばせ とカタカナは ある ひらがなの のほ、

望 思 會話式 授業 漢語 有効 言うが ましいと われる しかし の においてカタカナと はもっとも な。 、

語認知 對象 資料 十分活用 言の であるので すべきであると えよう。



作文力 育成の

作文力 實 最初 會話式 授業 中 單文中心 多樣というのは は の の の で たとえ ではあるものの、

正確 會話力 場合 獲得 言 形容動詞 形容詞 文法で な がある もっとも しやすいと える そして や の、 。

文型や 學 後 時期 連携 効果的總合學習を んだ の に レポートとして すると より にもなろう、 、 。

會話式授業 文法學習における

會話式授業 文法學習 前 行 基本會話文章 分析的解釋 母語 文における は もって われた の や の

法 違 等 取 入 行 讀解 一言 會話 學との い を り れて うと はできても のことば もできない という、 、

習認知狀況 避 動詞 場合 日本語學習 中 困難 認知 狀は けられよう ひいて の は の でももっとも な の。

況 陷 注意 要求 動詞文型 文法學習 場合に りやすいということに が される そのためにこの や の。 、

敎授者 時間割 學習者 認知狀況 複雜 言語認知力 具体的行動は りや の な をみながら より や、 、

學習者 経驗 活用等 敎授法 取 入 注意 必要の スキマの の を り れる が となろう、 。

會話授業作り

最後 敎授者 授業中 日本語會話 表現力伸張 樂 時 韓國的に は の の のために より しくて には、 、

隱語的表現 日本語 表 具体的 時 非言語 日本人的行爲 敎 多を で わしたり で には の も えつつ、 、

樣 言語認知狀況 提示 理解 狀況 努力 單な の や またはそのような をつくる をすべきであろう に、 。

多 聞 日本語 話 學習者一人 自分自信 相応 日本語表現く いて で すというよりは ひとりが に しい、

力 氣配 日本語 文化性 社會性 自然 敎の をつけるように りをすることこそ のもつ や をも に えてい、

言くことになると えよう。

おわりに。

數多 日本語敎育關連 理論 今回 硏究 實際 日本語敎育くある の のなかで の では の において、 、

一 理論 基 授業 洗練 多樣 會話文章 授業は つの に づく よりは より された な による つくりと よ、 、 、

認知學習的 行 敎授學習法 活用 關連性 授業作 會話授り に う と スキマの やより のある りによる、

業 目指 學習者一人 経驗 生 表現力を すことと ひいて ひとりの を かして をつけさせるようなこと、

大事 理解などが いかに であるかということの ができた、 。

今後 多樣 授業 事例 學習戰略 考察 深 初級 中はより な の や の を めていきたい すなわち。 、

級 高級 段階 會話學習項目 學習戰略 讀 書 連携のそれぞれの における や と む くことと した、

會話力 育成 以外 効果的 會話力 伸張 視聽資料 活用の と それ にもより に を させる の などである、 。

淸水義昭 槪說日本語學 日本語敎育 おうふう



以上 効果的 學習 成功的授業 理論 求より な のできる のためにはあらゆる を めていくというこ、

具体的授業 事例 檢討 行 思とではなく より の とその を うことであると われる そのなかでもや、 。

一番大事 基本的 敎授者 學習者 共感台 形成 交感 敎授はり なのは に と との の あるいは であろう、 。

者 敎 日本語 對話 會話 氣持 態度 樂 授業 成立は えるよりは で するという ち をもち しい の を、 、

もとめていくべきであろう。
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要 旨

本硏究 韓國 實際 日本語授業 敎授學習法 考察 特 大學 日本語學習者は の の における の である に の。

効果的 基本會話能力 習得 促 學習法 敎授法 考察に より に の を す やその についての をしている、 。

具体的 日本語學習者 求 基本會話 習得 有効 敎授學習法にみると まず に められる の にもっとも な と、

會話授業 考察 具体的授業 敎授學習方法 母語しての について している そしてその における とは まず。 、

言語習得 言語認知過程 踏 系統的認知學習 文字言語習得 前 行 音聲言語の における を ませる と の に う、

経驗學習 日常會話 普通体 積極的 取 入 學習 文法 會話文章 重と としての をより に り れた と よりは に、 、

点 實際會話授業 擧をおいた などを げている。

二番目 考察 實際基本會話習得 有効 具体的授業內容 學習目に しているのは にもっとも な としての、

標 學習內容 考察 學習者 特性 場合 單純 學習者情報と について している まず の の な としてではなく。 、 、

授業 最初 最後 十分生 學習內容 位置 學の から まで かしていくべき として づけるようにしている これは。

習者 積極的學習意欲 誘發 繫 學習者 基本會話能力 伸長 効果的 働 認知學習の の と がるし の の に に く と、

會話授業 成功 鍵 位置 次 單語 文章 習得 從來 敎材して また の の として づけている は や の において の、 。 、

文法中心 授業 指摘 學習者自 適切 單語 選擇 文章作 能力 育成 促の を しつつ らの な の やその り の をも、

認知會話學習 實行授業 考察す の について している。

基本會話 言語習得 會話授業 學習者特性 認知學習 経驗學習 系統學習キーワード
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